
          3 月 27 日（火）12:00 開会 

         進行：千葉会員 

 

会長の時間   髙島パスト会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長の時間をいただきます。 

今日は明秀の第 2 試合です。2 時から甲子園で行われ

ます。仕事を終わらせて、テレビ観戦したいと思います。

地元に神峰商工振興会というものがございます。同年代

の人間が多く、今日は日立食堂を借り切りまして、前回

に引き続き、皆で応援したいと思います。 

実は、鈴木会長が入院してしまいました。ガバナー補

佐と川村幹事と 3人でお見舞いに行ってきました。顔色

は良かったのですが、心臓の具合が悪くなってしまった

とのことでした。復帰がいつになるのかは、また連絡が

あると思いますので、わかり次第、皆様にご案内したい

と思います。 

以上、会長の時間といたします。ありがとうございま

した。 

 

 

幹事報告       川村幹事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次年度地区研修協議会の案内が来ております。4月

29 日、水戸プラザホテルです。次年度各委員長さま、

ご確認お願いいたします。 

 米山記念奨学会クラブカウンセラーのためのオリ

エンテーションが、4月 28日、土浦のホテルマロウ

ドつくばで行われます。次年度カウンセラー、よろ

しくお願いいたします。 

 

 

委員会報告 

 

親睦活動委員会          荒川会員 

 4 月 10 日、家族観桜例会となっております。18 時

からです。よろしくお願いいたします。 

 

    朝日会長エレクト 

 24 日、25 日に会長エレクト研修セミナーに行って

きました。カウンセラーや総括委員長のお話があり

ました。函館五稜郭 RCのかたの講演がありました。

会場内、マイクを持ちながら歩き、インタビュー形

式のすごく楽しい講演でした。 

 

 

 

出席報告     長谷川委員長 
 

 

会員数 出席 欠席 出席率 MakeUp 修正 免除 

30 名 15 名 15 名 57.69％ 15 名 100％ 7 名 

 

 

ニコニコ BOX       石川委員長 

 

 会計卓話よろしくお願いいたします。 

川村幹事・高島章行・石川國博・山本忠安・ 

星 勝治・川﨑健輔・千葉省三・弓野博司・ 

小澤 透・朝日正道・千葉隆一・長谷川太一・ 

 
第 2820 地区 
 
 
【例 会 場】 要害クラブ TEL(0294)36-2020 

【例 会 日】 毎週火曜日 12:00～13:00 
【事 務 所】 日立市桜川町 2-25-3 桜川第 2ビル 201号室 
  TEL(0294)36-5074 FAX(0294)37-2176 
  Mail:info@hitachi-south-rc.org 

本日の例会：平成 30 年 04 月 03 日（火） 【プログラム】卓話 / 社会奉仕委員会 

 
次 回 例 会：平成 30 年 04 月 10 日（火） 【プログラム】家族観桜例会 / 親睦活動委員会（夜間例会） 

 

 

 

 

■会 長  鈴 木 幸 一 ■副 会 長  朝 日 正 道 

■幹 事  川 村 昌 弘  ■会報委員  大神田 正 浩 
 

例 会 報 告 



荒川浩信 

 本日の卓話は尾家チーフエコノミストからいただ

きます。 

三代琢治 

 明秀に 桜が咲いて 春本番 

石川 悟 

 

本日も多くの方からニコニコ BOX への 
ご協力 誠にありがとうございました 

 

本日計 18,000 円 累計額 1,010,000 円 

 

 

プログラム 

 

卓話 

会計           三代委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今日は、常陽産業研究所の尾家啓之チーフエコノミ

ストにお出でいただきました。 

 尾家さんは、昭和 33 年東京生まれです。早稲田大

学卒業後、日本銀行に入行。日本銀行国際局をはじ

め、ワシントン事務所などを経て、平成 28 年に常

陽銀行に入行となっています。 

 貴重なお話が聴けると思います。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

常陽産業研究所      尾家啓之様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆さん、こんにちは。伝統のあるクラブでお話出来

ること、光栄でございます。 

 長年、金融界に身を置いておりますので、最近の金

融経済動向をお話させていただければと思います。 

 世界経済はリーマンショック前まで拡大を続けて

いました。その後、リバウンドを経て減速を続けて

きました。ようやく 2016 年を底に反転し始めまし

た。先進国だけでなく、後進国にも見られました。

この流れは、19 年度まで続くというのが、多くのエ

コノミストの一致した意見でした。そこに 2 月の世

界同時株安が起こりました。株価など、不安定化し

てきています。 

 今日は、今後の課題を考えてみたいと思います。 

 2 月の世界同時株安のきっかけは、米国雇用統計で

した。アルゴリズム共犯説など、いろいろな要因が

複合的に作用しているとみるべきですが、利益確定

説の寄与がかなり大きかったかもしれません。3月

に入って、トランプさんの輸入制限・関税策が、報

復関税を招き貿易戦争になるのではないかとの思

惑から再び株価から不安定になっています。今まさ

に改めて値踏みをしている段階かもしれません。 

 1 週間前から日銀が新体制になりましたが、基本的

な構図は変わらないと思います。すなわち、物価安

定目標である 2%に向けて、引き続き思い切った金融

緩和政策を継続するということです。2019年度頃ま

では続くと考えておいたほうがいいと思います。 

 景気は東京五輪需要が一巡する 19 年半ば以降減速

するでしょうし、同年 10月に消費税率が 10%に引き

上げられると、マイナス・インパクトがかかってく

るでしょう。仮に、金利が引き上げられたとして、

日銀財務や財政への影響が甚大となる可能性もあ

ります。正常化の道のりは気が遠くなるほど年月が

かかることも留意しておかなければなりません。 

 アベノミクスを実行するために、黒田さんが総裁を

買って出たわけで、政治との間は非常に良かったの

ですが、そこにリスクがないかというのが、今日の

私の問題提起であります。将来のことを考えると、

今からきちんと出口のことは議論しておくべきだ

ろうと思います。 

 先送りしている間にひずみがどんどん溜まってい

っているというのが、今日の最大のメッセージだと

思います。 

 ありがとうございました。 

 

 

 

会長の点鐘をもって、閉会。 


